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活動団体 商工観光課 

役職 観光交流係 

氏名 岩崎泰依 

着任日 平成 30 年 10 月 1 日 

 

活動月 令和２年 10 月（着任 2 年 1 ヶ月） 

主な活動 1.イベント企画・運営 

2.知覧武家屋敷コットンファーム管理  

 

１.知覧武家屋敷コットンファームの活動   

収穫もそろそろ終盤  

 朝晩が冷え込む日が続くようになり、コットンファームは収穫も終盤を迎えてきてい

ます。去年は 11 月の終わりくらいまで毎日収穫をしていましたが、今年は収穫が

1 ヵ月も早まったせいか収穫の終わりも早いようです。台風や長雨の影響だと思い

ますが全体の収穫量も去年より少な目です。また、品種別に大きく育ったワタを選

別して来年の種まき用に保存をします。ワタは収穫を終えたら全部抜いてしまい、

冬の間から春にかけて何度か耕し来年の春にまた新たに種を蒔いて育てます。そし

て冬の間は畑の作業収穫した棉を綿繰り、綿打ち、糸紡ぎ、糸の撚り止め、染

め、糊付け、機織りまで進めて行く予定です。 

 

10 月の糸紡ぎワークショップ 

 10 月も研修、視察、個人のお客様など糸紡ぎワークショップに多くの方にご参

加頂きました。先月 JA 南さつまの広報誌に掲載して頂いてから多くの方にご興

味を持って頂き問い合わせを頂いております。自分でも綿を栽培しているが観賞

用以外に何か活用してみたいという方や、畑の棉がどのようにして糸になるのか見

てみたい、子供に見せてあげたいという方、これから自分でも栽培してみたいという

方、織物に興味があるという方、様々な興味・関心をもって訪ねて来て下さいま
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す。コットンファームの活動がきっかけで多くの方と知り合うことが出来、ワタが繋ぐ素

敵なご縁だなと日々感じています。 

 また、今月より鹿児島市内の福祉施設で糸紡ぎの講習をさせて頂いています。

糸を紡ぐのはかなり根気のいる作業ですが、皆さん回をおう毎にびっくりするぐらい

上達しています。持ち帰って家で練習したりしてくれているようで本当にうれしく思い

ます。この週 1 回の講習では自分たちの手作業で材料からの製品づくりを一緒に

目指しています。大量生産では無くすべてが手作業で、持っているだけで楽しくて

優しい気持ちになれるような鹿児島発の和綿製品が生まれると思うとワクワクしま

す。また、武家屋敷コットンファームの糸紡ぎワークショップで使用する綿の加工作

業をこちらの施設でお願いして、その加工代で綿を購入して頂いています。大きな

金額ではないのですがファームの活動を通してお金の流れを生むことも目標としてい

ましたので第一歩が進めたような気がしています。 

鹿児島国際大学のみなさんに武家屋敷散策と糸紡ぎワークショップを 1 日体験して頂きました 

 

２.食とコミュニケーション 

カレーフェアに参加しました 

 10 月 23・24・25 日、30・31、11 月 1 日の計 6 日間知覧のさくら館で開

催されたカレーフェアに参加させて頂きました。フェアではパキスタン、インド、スリラン

カのカレーのお弁当と軽食のサモサ、チャイを販売しました。当日はたくさんの方にお

越しいただき本当にありがとうございました。企画やメニュー仕込み、当日の調理、

販売など参加させて頂きとても貴重な経験となりました。今年の 2 月に「食とコミュ
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ニケーション」というテーマで地域おこし協力隊の活動報告会を行いましたが、今回

も含めこれまでの活動を行う中で食というテーマが多くの方とのつながりを作ってくれ

ました。言葉や説明が無くても食を介在することで距離

が近くなることを感じます。活動報告でも何度か書かせ

て頂いていますが、こちらに移住して一番良かったなと

思う点はお肉・魚・野菜などの産地にあり食材の豊富

さで何を食べても新鮮でおいしいという事です。微力な

がらもこれまでの経験を活かして南九州市の食のすばら

しさをＰＲ出来るような活動をしていけたらと思っていま

す。 

 

味噌づくり 

 去年に引き続き今年も味噌づくりに参加しました。移住した当初は食べた事の

ない麦みその味に驚きましたが、今ではこの優しい甘さが大好きになりました。1 日

目は夜に麦を洗うところから始まり、2 日目は蒸した麦に麹を混ぜて寝かせ、3 日

目はミンチにした大豆と混ぜます。味噌づくりに参加して初めて味噌がどのように出

来るのか分かり、作る量が全体で何百キロにもなるので力仕事と衛生面にかなり

気を配った重労働になりますが、参加された方とおしゃべりをしながら過ごす時間は

とても楽しいものでした。皆さん家族に安全で美味しいものを食べさせたいという気

持ちで作られているのが伝わってきてとても素晴

らしい食の文化だなと思いました。食べ物を食べ

てただ美味しいなと思うだけでなく食材が誰がど

の様に作っているのかという事に想いを馳せるの

も話題のきっかけになったり生活の彩りになると

思います。これからもいろいろなものを自分で作っ

てみたいです。 

 

 

 


